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概要 

国立情報学研究所では，SINET とクラウドを活用して再現性のあるアプリケーション環

境の構築・運用を支援する学認クラウドオンデマンド構築サービスを学術機関向けに提供

している。クラウド上のアプリケーション環境の構築には、クラウドプロバイダの設定、

アプリケーション環境の構築方法などに課題があり、本サービスでは設定の支援からテン

プレートベースの構築機能の提供、著名アプリケーションの構築テンプレートの提供まで、

総合的な支援を行なっている。本稿では、本サービスの接続形態、機能概要、将来課題な

どについて説明する。 
 

 

1  はじめに 

近年、クラウドはストレージやオフィススイー

トの利用だけでなく、教育・研究用アプリケーシ

ョンの実行環境としての利用が注目されている。

このような、クラウド（IaaS）上のアプリケーシ

ョン環境の構築では、利用機関とクラウドプロバ

イダ間の高速かつ安全な接続方法、クラウドのオ

ンデマンド性を活かしかつ再現性の高い構築・再

構築方法、クラウド上のアプリケーション実行環

境構築のノウハウの入手などが課題となる。学認

クラウドオンデマンド構築サービス（On-demand 
Configuration Services、以下 OCS と略）では、こ

れら課題を「初期導入支援」、「オンデマンド構築

機能」、「情報共有」の３つの主要機能で対応する。 
また、たとえ同一利用機関内でも他の内部組織

とは分離されたアプリケーション環境が必要とな

る場合がある。これも課題のひとつであり、OCS
ではひとつの利用機関に対し複数の独立した上記

機能群を提供することで対応している。この分離

された内部組織を利用グループと呼んでいる。 
2 章ではオンデマンド構築機能の接続形態を、3

章ではサービスの機能概要を、4 章ではまとめと

将来構想を説明する。 

2  オンデマンド構築機能の接続 

クラウド計算資源の獲得・削除などの管理は、

オンデマンド構築機能の仮想クラウドコントロー

ラ（Virtual Cloud コントローラ、以下 VC コント

ローラと略）が行う。VC コントローラは SINET
通信業者施設に設置しているサーバの VM 上で稼

働しており、利用機関とクラウドプロバイダに接

続されている。図 1 に接続概念図を示す。各色は

論理的な所有者を示している。利用グループが複

数存在する場合、その数分だけ点線で示したセグ

メントやモジュールを構成する。接続は SINET、
インターネットのいずれも可能であり、利用グル

ープ毎に異なる接続形態をとることもできる。 

 

図 1 オンデマンド構築機能の接続概念図 
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SINET 接続では L2VPN 接続による高速、安全

な接続を、インターネット接続では IPsec による

安全な接続を行う。 

3  OCSの機能概要 

3.1 初期導入支援 
図 1 の接続には、利用機関側のネットワーク設

定だけでなく VC コントローラとクラウドプロバ

イダの設定が必要である。管理権限やセキュリテ

ィ情報を利用するため設定作業は利用機関が行う

が、初期導入支援は利用グループ毎にカスタマイ

ズした設定スクリプトの提供、画面共有による設

定作業支援などにより、OCS のスムーズな導入を

支援する。 
3.2 オンデマンド構築機能 

OCS の中心的機能であり、オンデマンドにクラ

ウド上にアプリケーション環境を構築・再構築す

る機能である。上記 VC コントローラとアプリケ

ーション環境構築などのワークフローを実行する

利用者環境のツールから構成されている。 
VC コントローラは、本研究所が開発した VCP

（Virtual Cloud Provider）を中心に構成されている。

VCP が持つクラウドプロバイダ毎に異なる操作イ

ンターフェースの抽象化機能により、プロバイダ

の違いを意識しないクラウド計算資源（VC ノー

ド）管理を可能としている。複数のクラウドプロ

バイダを利用する場合やクラウドプロバイダを変

更する際に、複数の操作インターフェースの学習

や操作上の混乱が低減する。VC コントローラはこ

の他に、シークレットキーなどの秘匿情報を管理

する Vault サーバ、VC ノードの状態の収集・表示

機能、VC ノードで利用するコンテナイメージのレ

ジストリ、仮想ルータ（ソフトウェア BGP ルータ）

から構成されている（図 2）。 
VC コントローラでアプリケーション環境を構

築するには、クラウド環境構築担当者（VC 利用者）

毎にアクセストークンが必要である。これは利用

グループの学認 IDもしくはNII OpenIdP IDを持つ

クラウド環境管理者（VC 管理者）が VCP マネー

ジャから取得して VC 利用者に配布する。 
利用者環境のツールは、VC コントローラをア

クセスするための VCP SDK と機能を拡張した

Jupyter Notebook サーバであり、コンテナイメージ

で提供している。OCS では Jupyter Notebook 形式

のファイルをテンプレートと呼び、VCP SDK を利

用したアプリケーション環境構築ワークフローを

記述する。利用者は Jupyter Notebook サーバにログ

インし、このテンプレートを実行することでクラ

ウド上にアプリケーション実行環境を構築・再構

築することができる。テンプレート化による構築

ワークフローの高い再現性に加え、アプリケーシ

ョンのコンテナ化により、高い再現性を持つアプ

リケーション環境の構築・再構築が可能となって

いる。 

 
図 2 OCS の構成（仮想ルータ接続） 

3.3 情報共有 
マニュアルや利用規約など各種関連書類と運

用関連情報の提供、質疑応答記録などを、利用グ

ループ毎に専用の Wiki ページを設けて行なって

いる。また、いくつかの著名なアプリケーション

について、その環境構築のテンプレート例やコン

テナイメージを Github で提供している。利用グル

ープはテンプレート等を自環境用にカスタマイズ

して利用することができる。 

4  まとめ 

研究・教育分野でのクラウド利活用促進のため

に提供している、学認クラウドオンデマンド構築

サービスについて、背景、接続形態、機能概要な

どを説明した。今後は、より使いやすい機能の開

発、対応プロバイダの拡充を目指す。 
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